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１．はじめに

オオタカAccipitergentilisをはじめとする猛禽類

は，その生態系の頂点に位置し，しばしばその環境

の指標とされる．県内では１９種の猛禽類が確認さ

れている１）．そのうち，７種が長野県版レッドデー

タブック（以後，県版RDB）に掲載され，絶滅の危

機に瀕していることが判明し，それら猛禽類の保護

の必要性が指摘されている２）．１９９８年に開催された

長野冬季オリンピックでは，バイアスロン会場の決

定やクロスカントリー会場の建設などにおいて，自

然保護との関連で希少猛禽類はしばしば注目をあつ

めた．また２００３年から２００４年にかけて，白馬村旧

バイアスロン会場候補地内において，廃棄物処分場

開発計画にともなう，猛禽類への影響が懸念される

事例があった．そこで環境保全研究所のプロジェク

ト研究３），４）につづく長野冬季オリンピック関連施設

のモニタリング調査の一環として，旧バイアスロン

会場候補地で猛禽類の生息状況調査を実施したので，

その調査結果を報告する．

２．調査の背景と調査目的

長野県北安曇郡白馬村神城の飯森東山地区はかつ

て，長野冬季オリンピックのバイアスロン競技会場

建設候補地とされたところである．１９９２年から

１９９３年にかけて実施された自然環境影響調査によ

り，候補地内にオオタカとノスリButeobuteoの営

巣が確認された．その結果を受け，オオタカ等の保

護を理由に村は会場建設を断念し，１９９４年にはバイ

アスロン競技会場が野沢温泉村に変更された．当時，

この対応は長野冬季五輪における「美しく豊かな自

然との共存」という大会基本理念を具体化した象徴

的な自然保護対策事例として，長野冬季オリンピッ

ク競技大会組織委員会（NAOC）や自然保護を担当

する自治体関係者により広く広報された５）．ところ

がその後まもなく，当地域では，オリンピックの招

致決定以前から予定があったミニゴルフ場の造成工

事がおこなわれ，１９９６年に開業し，現在に至ってい

る．このような開発行為が進むなか，オオタカは

１９９３年に営巣が確認されてから，以後毎年のように

営巣が確認されていたが，１９９８年以降は営巣が確認

されなくなっている．

今回，当該地域に新たに民間業者により産業廃棄

物処理施設建設が計画された．２００３年４月に県へ

の事業計画書の提出があり，同５月には県の景観条

例にもとづく大規模行為の届出が県に提出され，伐

採と伐採後の造林届出書の提出が村になされた．事

業者は自然環境影響調査を，２００３年６月２０日～７

月２０日にかけて行なったが，その調査はすでに一

部の森林伐採が行われた後に実施されたものであっ

た．事業者による自然環境影響調査結果では，オオ

タカの営巣可能性について，「今回の定点観察で見

る限り，本種の，周辺での繁殖の可能性を予測させ

る行動は見られなかったので，本計画地周辺は採餌

場などの行動圏にあり，近くでの営巣の可能性は低

い」と評価されている．ただし，その報告書では自

らが指摘しているように，調査実施時期がオオタカ

の巣立ち時期以降であったため，その結果をもって

オオタカの営巣可能性を判断するのは不適切である

と考えられた．そのため，２００４年度に，事業者はオ

オタカ等希少猛禽類の生息状況について補完調査を

実施した．

環境保全研究所では，長野冬季オリンピックにお

ける自然への影響と対応に関する研究プロジェクト

を実施し，オリンピック開催後にその結果を公表し

た３），４）．現在も，研究プロジェクトの一環として，一

部のオリンピック会場跡地についてモニタリング調

査を継続しており，当該地域もその対象になってい

る．今回，事業者の調査とは別に，当該施設を含む

地域について，オオタカ等希少猛禽類の生息状況の
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調査をおこなった．本稿では，独自に実施した調査

結果について報告するとともに，当該地の廃棄物処

理施設建設計画との関連や考慮すべき課題について

考察する．

３．調査方法・調査地・調査対象種

本来，オオタカをはじめとする希少猛禽類を保護

しようとする場合，年間を通じて対象となる個体あ

るいはペアを調査した上で，営巣地や採食地などそ

の個体・ペアにとって重要な場所を明らかにする必

要がある．特に，オオタカの場合，林内を行動する

ことが多く目視による観察が難しい猛禽類であるた

め，環境影響調査では，発信器をもちいたテレメト

リー調査をおこなうことが望ましい．しかし，今回

の調査は，限られた時間（営巣期）と人数（主に１

人）の中でおこなったため，処理施設予定地に焦点

を絞った行動観察をした．調査は，１５倍のスタビラ

イザー付き双眼鏡（Canon製）と２５‐５６倍の望遠鏡

（Nikon製）を用いておこなった．

調査地を図１に示す．調査範囲は，①処理施設か

らの距離，②見通しのよさ，③騒音の伝わりやすさ

などに留意して設定した（図１：実線で囲まれた範

囲）．その結果，調査地は処理施設予定地を含む，

「西中や山」，「南郷尺坊」，「朝日山」，「高でっき」，

「迎え山」に囲まれた谷間と処理施設予定地とは尾

根をはさんで反対側の「迎え山」西斜面や南西斜面

とした．その範囲で，希少猛禽類が営巣した場合，

産業廃棄物処理施設の影響が懸念されると判断した．

そこで，その範囲の多くを見渡すことができる地点

Ａと，「迎え山」南西斜面を見ることができる地点Ｂ

の二ヶ所を観察地点とした（図１）．調査の大半は地

点Ａでおこない，地点Ｂの調査は必要に応じておこ

なった．

調査対象とした希少猛禽類は，オオタカ（環境省

版RDBで絶滅危惧Ⅱ類，県版RDBで絶滅危惧Ⅱ類，

種の保存法対象種），ハチクマPernisapivorus（環境

省版RDBで準絶滅危惧，県版RDBで絶滅危惧Ⅱ類），

ノスリ（県版RDBで準絶滅危惧）の３種である．

調査期間は，それら３種の繁殖期である４月から

７月までとし，実際の調査日数と調査時間は，９日，

２３９０分（１日平均２６５分）であった（表１）．

また，希少猛禽類３種のうちノスリについて，「迎

え山」西斜面あるいは南西斜面で営巣の可能性が高

いと判断し，その地域の踏査をおこなった．

４．結果

本調査により猛禽類では，調査対象としたオオタ

カ，ノスリ，ハチクマ３種のほかに，ハイタカ属

（Accipiter）（２回）とトビMilvusmigrans（多数回

で，記録はとらなかった）を確認した．ここでは，

対象とした３種について，その結果を報告する．

４．１ オオタカ

本種については調査期間中に８回観察された．そ

の結果については附図１ａと附表１ａに示した．４

月と５月にはたびたび確認され，調査範囲（図１の

実線で囲まれた範囲）が本種の行動圏の一部である
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図１ 調査地．調査範囲は，実線で囲まれた範囲．

■Ｎ：オオタカの古巣．●Ａ，●Ｂ：調査地点．

表１ 調査日と調査時間

天候調査時間調査日

晴れ（雲多い）１９５min．８:３０‐１１:４５２００４/４/７

晴れ（早朝濃霧）３３０min．６:２０‐１１:５０２００４/４/１５

晴れ２２５min．８:１５‐１２:００２００４/５/１８

霧雨のち雨１６０min．７:２０‐１０:００２００４/６/８

曇り（霧多い）３７０min．６:２０‐１２:３０２００４/６/９

快晴２５５min．６:４５‐１２:００２００４/６/１４

晴れ２７０min．７:３０‐１２:００２００４/６/２４

曇り２８５min．７:１５‐１２:００２００４/６/３０

晴れ２４０min．８:００‐１２:００２００４/７/７



可能性が高いことが確認された．しかし，６月以降

は確認されなかった．興味ある行動として，雄の成

鳥がミニゴルフ場の林縁の電柱や杉の頂にとまり，

羽毛を乾かしている時に，接近したハシブトガラス

に攻撃をくわえる行動が観察された（５月１８日）．

しかし，対象地域内で本種の営巣に結びつくような

行動は確認されなかった．

４．２ ノスリ

３種のうちで最も多く確認された（計２３回）．そ

の結果については附図１ｂと附表１ｂに示した．

「迎え山」と「高でっき」の周辺で確認されること

が多く，理由は不明だが「迎え山」周辺でかなり激

しい警戒飛翔や警戒声を確認した（７月７日， №

２１，２２）．また，「迎え山」から出現して，南西に飛去

したり，南西より飛来して「迎え山」周辺に入る行

動が見られた（４月７日， №４，５，６）．「高でっ

き」の西斜面でなわばり行動のひとつとされるＶ字

の飛翔ディスプレイが確認された（４月１５日， №

８）．「迎え山」南西斜面に接する果樹園では採食行

動が観察された（４月７日， №７）．

以上の点から，「迎え山」西斜面から南西斜面にか

けて，営巣の可能性が高いと考えられた．そこで，
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附図１ａ オオタカの確認地点．

○：とまり場所．―：飛翔軌跡．

数字は附表１ａの数字に対応．

附図１ｂ ノスリの確認地点．

○：とまり場所．―：飛翔軌跡．

数字は附表１ｂの数字に対応．

附図１ｃ ハチクマの確認地点．

○：とまり場所．―：飛翔軌跡．

数字は附表１ｃの数字に対応．



７月７日にそのあたりの林内を踏査したが，巣を発

見することはできなかった．ただし，踏査中もノス

リはたびたび上空を飛翔し警戒声を出していたこと

からこの地域かその周辺での営巣の可能性は依然と

して高いと考えられる．

また，「迎え山」と「高でっき」周辺のほかに，

「西中や山」から「南郷尺坊」にかけての地域でも

いくつかの個体が出現した．おそらくこの方面に

「迎え山」周辺とは別の個体が生息していると考え

られる．
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附表１ａ オオタカの確認記録．通し番号は附図１ａに対応．

行動性・齢調査時間調査日No.

飛翔成鳥９：５０‐９：５２４/７１

飛翔成鳥９：５２‐９：５５４/７２

飛翔→モミにとまる→ハシブトガラスによるモビング→帆翔８：２３‐９：１４４/１５３

飛翔成鳥雄９：１８‐９：１９４/１５４

飛翔→ハシブトガラスによるモビング１０：３１‐１０：３１４/１５５

飛翔→林内へ急降下成鳥雄１１：０８‐１１：０９４/１５６

飛翔→電柱にとまり、甲羅干し→飛翔成鳥雄８：４２‐８：５６５/１８７

杉の頂にとまる→近くにきたハシブトガラスを追い払い、飛去成鳥雄９：４８‐９：５０５/１８８

附表１ｂ ノスリの確認記録．通し番号は附図１ｂに対応．

行動性・齢調査時間調査日No.

滑空成鳥１０：０２‐１０：０３２００４/４/７１

帆翔→急降下成鳥１０：０６２００４/４/７２

帆翔→滑空成鳥１０：１０‐１０：１１２００４/４/７３

飛翔→滑空成鳥１０：１８２００４/４/７４

滑空成鳥１０：２８‐１０：３４２００４/４/７５

滑空→鉄塔にとまる→広葉樹にとまる→広葉樹にとまる→広葉樹にとまる

→果樹園で採食→くいにとまる

成鳥１０：５３‐１１：３６２００４/４/７６

飛翔成鳥８：２１２００４/４/１５７

帆翔成鳥８：２３‐８：２４２００４/４/１５

帆翔→Ｖ字型飛翔ディスプレイ成鳥１０：４１‐１０：４２２００４/４/１５８

飛翔成鳥１１：５２２００４/５/１８９

帆翔成鳥８：５５２００４/５/１８１０

帆翔→滑空成鳥１２：１５‐１２：２０２００４/６/９１１

飛翔成鳥１２：３８２００４/６/９１２

飛翔ディスプレイ成鳥９：４７２００４/６/１４１３

帆翔成鳥１０：００‐１０：０２２００４/６/１４１４

帆翔成鳥１０：４０２００４/６/１４１５

飛翔→滑空成鳥１０：４０２００４/６/１４１６

滑空成鳥１０：４５２００４/６/１４１７

帆翔→滑空成鳥１１：０２２００４/６/１４１８

帆翔→滑空成鳥１０：００‐１０：０４２００４/６/２４１９

帆翔→滑空成鳥１０：３５２００４/６/２４２０

２羽で帆翔、激しい警戒声成鳥９：５０‐９：５５２００４/７/７２１

滑空、激しい警戒声成鳥１２：００２００４/７/７２２

附表１ｃ ハチクマの確認記録．通し番号は附図１ｃに対応．

行動性・齢調査時間調査日No.

飛翔→滑空成鳥雄８：３３‐８：３４２００４/５/１８１

滑空→帆翔→Ｖ字型飛翔ディスプレイ成鳥雄１０：４５‐１０：５１２００４/５/１８２

ペアと思われる二個体で、帆翔→滑空成鳥雄、成鳥雌１１：２８‐１１：２９２００４/５/１８３

帆翔成鳥１１：０５２００４/５/１８４

帆翔成鳥雄１１：１６‐１１：２０２００４/５/１８５

カラマツの頂にとまる→滑空し林内に消失成鳥雄９：２８‐９：４０２００４/６/９６

帆翔→滑空成鳥１０：４６‐１０：５０２００４/６/９７

No.７の個体がゴルフ場上空に来たときに、西中や山、方向から出現し飛翔成鳥雄１０：４９‐１０：５０２００４/６/９８

帆翔成鳥１２：１５‐１２：２０２００４/６/９９

飛翔成鳥９：２６２００４/６/３０１０



４．３ ハチクマ

本種については調査期間中に１０回観察された．

その結果については附図１ｃと附表１ｃに示した．

観察結果のなかには，Ｖ字の飛翔ディスプレイが観

察されたり（５月１８日，№２），ペアと思われる２

個体による飛翔が観察された（５月１８日， №３）．

また，他の個体が南から飛翔してきたときに，「西中

や山」方面からその個体を追跡するように別の個体

が出現した（６月９日，№７，８）．これらのことか

ら，調査範囲はハチクマの行動圏の一部であり，特

定するにはいたらなかったが，「西中や山」方面での

営巣の可能性が考えられた．

５．考察

調査結果より，オオタカ，ノスリ，ハチクマの３

種の猛禽類について得られた生息状況に関する知見

と，廃棄物処理施設建設計画との関連は以下のよう

に整理される．

５．１ オオタカ

オオタカは対象地域を行動圏の一部として利用し

ているが，対象地域内での営巣の可能性は低いと考

えられる．しかし，過去に営巣したことや，「迎え

山」周辺や「西中や山」西斜面など営巣に適した林

があり，将来的に再び営巣する可能性がある．

５．２ ノスリ

ノスリは処理施設予定地にちかい，「迎え山」の西

斜面あるいは南西斜面で営巣の可能性があると考え

られる．踏査を実施したが巣の発見までは至らな

かった．

ノスリは環境省版RDBには掲載されていないが，

県版RDBでは準絶滅危惧種とされている．オオタ

カやハチクマに比べれば，絶滅の危険性は低いと考

えられるが，長野オリンピックの際には，クロスカ

ントリー会場建設にあたって，その営巣に配慮した

設計がなされた経緯がある．今回の場合にも，ノス

リの営巣場所を特定し，配慮することが望ましい．

５．３ ハチクマ

対象地域はハチクマの行動圏の一部であり，特定

するにはいたらなかったが，「西中や山」方面での営

巣の可能性が考えられた．

今回の調査では，調査にかけた時間や人数が限ら

れたものであり，また処理施設予定地付近に調査地

を絞ったため，施設建設の影響を予測評価するため

には必ずしも十分なものではない．しかし，生態系

の頂点に位置し，餌動物が異なる猛禽類三種（オオ

タカ・ノスリ・ハチクマ）が生息することから，豊

かな生態系を有する地域であることがあらためて確

認された．２００３年に行われた事業者による調査で

は，調査時にすでに一部の森林伐採が行われていた

り，猛禽類の育雛期を過ぎた時期に行われた調査で

あったというような基本的な問題があった．また

２００４年に実施された事業者による補完調査では，計

画地内において猛禽類の営巣木が発見できなかった

ということを調査結果としている．しかし，猛禽類

の生息に対する影響評価を行うためには，営巣木の

有無のみならず，猛禽類の行動圏において生態学的

に当該地域がどのような意味をもつ地域であるかが

重要であり，その点についても十分に検討するべき

であろう．

６．おわりに

冒頭で経過を紹介したとおり，当該地は，自然と

の共生を謳った長野オリンピックの自然保護対策の

象徴的な場所である．また，「白馬村における希少

野生動物の保護に関する条例（１９９４年制定）」（通称

「オオタカ条例」，後に「白馬村環境基本条例（１９９９

年制定）」に包括された）の制定にもかかわりが深い．

しかも，現時点で確実な因果関係は明らかになって

いないものの，かつて当該地で営巣が確認されてい

たオオタカが，１９９８年以降に営巣が確認されなく

なったという看過できない事実がある．

現在進行中の開発計画による影響について慎重に

対応しなければならないのは当然であるが，同時に，

この地域では上記の歴史と事実を重く受け止める必

要があろう．そして，当地域において今ある環境の

保全だけでなく，かつての豊かな環境への復元をも

視野に入れた取り組みをすすめるためには，保護と

利用のための真摯な議論と，個々の立場を越えた関

係者間のさらなる連携が必要と思われる．

綜成ゴルフ倶楽部ロイヤルステージの中山昇一氏

には，ゴルフ場内への立入を許可していただいた．

また，環境自然保護課の方々には，調査に関するさ

まざまな便宜をはかっていただいた．穂高町の植松

７７
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晃岳氏には，調査の一部を手伝っていただいた．ま

た，環境保全研究所の中村慎氏と大塚孝一氏には，

原稿を丁寧に見ていただき，適切なコメントをいた

だいた．ここにお礼申し上げる．
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